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3月の税務と労務3月 （弥生）MARCH
20日・春分の日

国　税／ 令和元年分所得税の確定申
告 2月16日～3月16日

国　税／ 個人の青色申告の承認申請
 3月16日

国　税／ 贈与税の申告 
 2月1日～3月16日

国　税／ 2月分源泉所得税の納付 
 3月10日

国　税／ 個人事業者の令和元年分消
費税の確定申告 3月31日

国　税／ 1月決算法人の確定申告（法
人税・消費税等） 3月31日

国　税／ 7月決算法人の中間申告 
 3月31日

国　税／ 4月、7月、10月決算法人の消
費税の中間申告（年3回の場
合） 3月31日

地方税／ 個人の都道府県民税、市町
村民税、事業税（事業所税）
の申告 3月16日

　配偶者が相続開始時に被相続人所有の建物に居住していた場
合、終身又は一定期間、その建物に無償で居住することができる
権利。配偶者の安定した生活の保護などを目的に4月1日以後の相
続からスタートする制度で、遺産分割や被相続人からの遺贈等に
よって配偶者が取得します。



３月号─2

　
皆
さ
ん
の
会
社
の
上
司
は
ど
ん
な

人
で
し
ょ
う
か
？
ま
た
逆
に
あ
な
た

は
ど
の
よ
う
な
上
司
な
の
で
し
ょ
う

か
？

　「
俺
が
や
る
か
ら
付
い
て
こ
い
」

と
い
う
昔
か
ら
よ
く
い
る
「
支
配

型
」
の
上
司
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と

も
ど
の
よ
う
な
活
動
方
針
か
を
皆
で

話
し
合
っ
て
決
め
る
「
民
主
型
」
の

上
司
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
は
、
あ
ま

り
会
社
に
は
い
な
い
で
皆
の
自
主
性

に
任
せ
た
「
放
任
型
」
の
上
司
で
し

ょ
う
か
？
　

　
上
司
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
次
第
で

ど
の
よ
う
に
動
け
ば
い
い
の
か
は
、

そ
の
部
下
の
働
き
方
に
大
き
く
影
響

し
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
発
揮
で
き
て

い
な
い
、
部
下
の
指
導
が
う
ま
く
い

か
な
い
、
職
場
の
雰
囲
気
が
悪
い
の

は
、
い
ず
れ
も
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

ス
タ
イ
ル
が
「
支
配
型
」
や
「
放
任

型
」
だ
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ

の
よ
う
に
組
織
が
会
社
の
目
標
や
部

署
の
目
標
を
達
成
し
て
い
く
上
で
、

上
司
の
果
た
す
役
割
は
非
常
に
重
要

で
す
。

　
上
司
が
と
る
べ
き
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
ま

す
が
、
最
近
で
は
「
サ
ー
バ
ン
ト
リ

ー
ダ
ー
」
と
い
う
考
え
方
の
新
し
い

リ
ー
ダ
ー
像
が
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
サ
ー
バ
ン
ト
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

と
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ロ
バ
ー
ト
・
K
・

グ
リ
ー
ン
リ
ー
フ
博
士
が
提
唱
し
た

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
哲
学
で
、「
リ
ー

ダ
ー
は
ま
ず
相
手
に
奉
仕
し
、
そ
の

後
相
手
を
導
く
も
の
で
あ
る
」
と
い

う
考
え
方
に
基
づ
く
も
の
で
す
。

　
そ
も
そ
も「
サ
ー
バ
ン
ト
」と
は
、

訳
す
と
「
使
用
人
」「
召
使
い
」
と

い
う
意
味
で
す
。「
リ
ー
ダ
ー
」
と

は
正
反
対
の
言
葉
で
す
が
、「
サ
ー

バ
ン
ト
リ
ー
ダ
ー
」
と
一
語
に
す
る

と
、「
支
援
型
リ
ー
ダ
ー
」「
奉
仕
型

リ
ー
ダ
ー
」
と
訳
さ
れ
ま
す
。
部
下

に
対
し
て
、
奉
仕
の
気
持
ち
を
持
っ

て
接
し
、
ど
う
す
れ
ば
組
織
の
メ
ン

バ
ー
の
持
つ
力
を
最
大
限
に
発
揮
で

き
る
の
か
を
考
え
、
そ
の
環
境
づ
く

り
を
邁
進
す
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で

す
。
こ
れ
は
「
支
援
型
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
」
と
も
呼
ば
れ
、
従
来
の
所
謂

「
支
配
型
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
と
は

相
対
す
る
も
の
で
す
。

　サ
ー
バ
ン
ト
リ
ー
ダ
ー
の

 

一
〇
の
属
性

　
サ
ー
バ
ン
ト
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
概
念
の
普
及
を
図
っ
て
い
る
「
特

定
非
営
利
活
動
法
人
日
本
サ
ー
バ
ン

ト
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
協
会
」
に
よ

る
と
、
サ
ー
バ
ン
ト
リ
ー
ダ
ー
に
は

一
〇
の
属
性
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。

同
協
会
の
H
P
を
参
考
に
ご
紹
介
し

ま
す
。

⑴

　傾
聴

　
大
事
な
人
達
の
望
む
こ
と
を
意
図

的
に
し
っ
か
り
と
聞
く
力
で
す
。

　
相
手
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
望
ん

で
い
る
の
か
、
悩
ん
で
い
る
の
か
、

相
手
の
気
持
ち
や
意
見
を
正
確
に
把

握
す
る
こ
と
で
、
リ
ー
ダ
ー
も
し
く

は
組
織
と
し
て
、
そ
の
相
手
を
活
か

す
た
め
に
何
を
し
て
あ
げ
ら
れ
る

か
、
と
い
う
発
想
を
し
て
い
く
力
で

す
。
ま
た
、
相
手
へ
の
傾
聴
だ
け
で

な
く
、
時
に
は
自
分
自
身
へ
の
傾
聴

と
い
う
視
点
も
重
要
に
な
り
ま
す
。

⑵

　共
感

　
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
、
相
手
の

気
持
ち
や
意
見
を
理
解
す
る
力
で

す
。

　
傾
聴
す
る
た
め
に
は
、
相
手
の
立

場
に
立
っ
て
、
何
を
し
て
ほ
し
い
か

が
共
感
的
に
わ
か
ら
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
相
手
の
人
々
の
気
持
ち
を

サーバントリーダー 10の属性
⑴　傾聴（Listening）
⑵　共感（Empathy）
⑶　癒し（Healing）
⑷　気づき（Awareness）
⑸　説得（Persuasion）
⑹　概念化（Conceptualization）
⑺　先見力、予見力（Foresight）
⑻　執事役（Stewardship）
⑼　人々の成長に関わる
　　（Commitment to the Growth of people）
⑽　コミュニティづくり（Building community）

サーバント・
リーダーシップ
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理
解
し
、
共
感
す
る
こ
と
が
非
常
に

重
要
に
な
り
ま
す
。

⑶

　癒
し

　
相
手
の
心
の
傷
を
癒
す
こ
と
で
、

本
来
の
力
を
発
揮
さ
せ
る
力
で
す
。

集
団
や
組
織
を
大
変
革
し
統
合
さ
せ

る
大
き
な
力
と
な
る
の
は
、
人
を
癒

す
こ
と
を
学
習
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
相
手
の
欠
け
て
い
る
も
の
や
傷

つ
い
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
つ
け
、
全

体
性
を
探
し
求
め
る
こ
と
が
重
要
に

な
り
ま
す
。

⑷

　気
づ
き

　
意
識
を
高
め
て
、
物
事
を
よ
く
観

察
す
る
こ
と
で
変
化
や
本
質
を
知
る

力
で
す
。
特
に
自
分
へ
の
気
づ
き
が

サ
ー
バ
ン
ト
・
リ
ー
ダ
ー
を
強
化
し

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
自
分
と

自
部
門
を
知
る
こ
と
が
、
倫
理
観
や

価
値
観
と
も
関
わ
る
こ
と
に
な
り
非

常
に
重
要
に
な
り
ま
す
。

⑸

　説
得

　
相
手
の
納
得
や
同
意
を
得
な
が

ら
、物
事
を
実
行
し
て
い
く
力
で
す
。

　
職
位
に
付
随
す
る
権
限
に
依
拠
す

る
こ
と
な
く
、
ま
た
、
服
従
を
強
要

す
る
こ
と
な
く
、
他
の
人
々
を
説
得

で
き
る
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

⑹

　概
念
化

　
チ
ー
ム
が
進
む
べ
き
方
向
や
目
指

す
べ
き
大
き
な
夢
や
目
標
を
、
メ
ン

バ
ー
全
員
に
伝
え
る
力
で
す
。
相
手

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
響
く
よ
う
、

一
度
、
概
念
や
構
造
と
い
っ
た
大
き

な
視
点
で
物
事
を
捉
え
る
よ
う
な
思

考
プ
ロ
セ
ス
を
意
識
す
る
こ
と
が
重

要
に
な
り
ま
す
。

⑺

　先
見
力
、
予
見
力

　
広
い
視
野
で
組
織
の
立
ち
位
置

と
、
求
め
ら
れ
て
い
る
成
果
を
出
す

た
め
に
、
ど
の
方
向
へ
向
か
う
べ
き

な
の
か
を
チ
ー
ム
に
示
す
力
で
す
。

　
特
に
現
在
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ

っ
て
、
さ
ら
に
情
報
は
拡
大
し
て
い

ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
で
、
現

在
と
過
去
と
未
来
、
最
新
の
情
報
を

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
姿
勢
が
重
要
に

な
り
ま
す
。

⑻

　執
事
役

　
自
分
の
利
益
で
は
な
く
、
相
手
の

利
益
を
優
先
す
る
姿
勢
を
も
つ
力
で

す
。
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の
著
作
で

も
有
名
な
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
ピ
ー

タ
ー
・
ブ
ロ
ッ
ク
の
著
書
の
書
名
で

知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
執
事
役
と

は
、
大
切
な
も
の
を
任
せ
て
も
信
頼

で
き
る
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
人
を
指

し
ま
す
。
よ
り
大
き
な
社
会
の
た
め

に
、
制
度
を
、
そ
の
人
に
な
ら
信
託

で
き
る
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

⑼

　人
々
の
成
長
に
関
わ
る

　
人
々
に
は
、
働
き
手
と
し
て
の
目

に
見
え
る
貢
献
を
超
え
て
、
そ
の
存

在
そ
の
も
の
に
内
在
的
価
値
が
あ
る

と
信
じ
る
力
で
す
。
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
、
会
社
に
対
し
て
組
織
が
携
わ
る

仕
事
の
成
果
を
コ
ミ
ッ
ト
す
る
の
は

も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
を
実
行
す
る
メ
ン

バ
ー
の
仕
事
に
対
し
て
も
成
功
を
コ

ミ
ッ
ト
し
て
あ
げ
る
視
点
が
重
要
に

な
り
ま
す
。

⑽

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

　
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
全
員
の
こ
と

を
考
え
て
、
個
々
の
能
力
が
発
揮
で

き
る
、
も
し
く
は
メ
ン
バ
ー
同
士
フ

ォ
ロ
ー
が
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

つ
く
る
力
で
す
。
歴
史
上
の
な
か

で
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
大

規
模
な
制
度
に
活
動
母
体
が
移
っ
た

の
は
最
近
の
こ
と
で
す
が
、
同
じ
制

度
の
中
で
仕
事
を
す
る
（
奉
仕
す

る
）
人
た
ち
の
間
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
を
創
り
出
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

に
な
り
ま
す
。

　
一
〇
の
属
性
の
中
で
最
も
大
切
な

の
が
、
⑴
の
「
傾
聴
」
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
リ
ー
ダ
ー
が
自
ら
メ
ン
バ

ー
の
話
に
対
し
て
し
っ
か
り
と
耳
を

傾
け
て
こ
そ
、
チ
ー
ム
内
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
活
発
に
な
り
、
部

下
の
潜
在
能
力
が
引
き
出
さ
れ
て
成

長
を
促
し
、
問
題
や
課
題
等
を
早
期

発
見
し
て
解
決
に
結
び
つ
け
る
こ
と

が
で
き
る
か
ら
で
す
。

　
支
配
型
リ
ー
ダ
ー
が
企
業
を
大
き

く
引
っ
張
っ
て
い
け
た
の
は
高
度
経

済
成
長
期
ま
で
で
す
。
現
在
の
よ
う

に
市
場
が
成
熟
し
、
個
人
の
価
値
観

が
多
種
多
様
化
し
た
現
代
社
会
で

は
、
リ
ー
ダ
ー
が
一
人
で
突
き
進
ん

で
い
き
、
そ
れ
に
習
え
と
周
囲
が
支

え
て
い
く
と
い
う
組
織
づ
く
り
で
は

な
く
、
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
の
全
員
が

ど
の
よ
う
に
目
標
を
達
成
す
る
か
を

考
え
抜
け
る
環
境
づ
く
り
が
必
要
で

す
。
そ
れ
を
可
能
に
す
る
一
つ
の
形

が
「
サ
ー
バ
ン
ト
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
」
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
も
し
皆

さ
ん
が
真
の
リ
ー
ダ
ー
を
目
指
す
の

で
あ
れ
ば
、
自
分
の
利
益
よ
り
も
ま

ず
は
部
下
の
利
益
を
重
視
し
傾
聴

し
、
そ
し
て
奉
仕
す
る
こ
と
を
優
先

に
し
て
、「
こ
の
リ
ー
ダ
ー
に
付
い

て
い
き
た
い
」
と
周
囲
か
ら
思
わ
れ

信
頼
さ
れ
る
よ
う
な
存
在
を
ま
ず
は

目
指
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
よ
う
な
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
組
織
は
強
固
な
も
の
と
な
り

え
る
で
し
ょ
う
。
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令
和
二
年
度
税
制
改
正
で
は
、
持

続
的
な
経
済
成
長
の
実
現
に
向
け
、

企
業
の
内
部
留
保
を
投
資
に
つ
な
げ

る
措
置
や
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
・

デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応
、
中
小
企
業

へ
の
支
援
、
地
方
創
生
、
個
人
の
安

定
的
な
資
産
形
成
支
援
な
ど
の
税
制

措
置
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
以
下
、
主
な
改
正
項
目
の
ポ
イ
ン

ト
を
整
理
し
て
み
ま
す
。

【
改
正
項
目
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

　
主
な
改
正
項
目
の
適
用
時
期
は
、

下
表
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
前
年
以
前
の
改
正
で
適
用

時
期
が
今
年
以
降
と
な
る
項
目
も
記

載
し
て
い
ま
す
。

Ⅰ
　
個
人
課
税
関
係

1
　
N
I
S
A
の
見
直
し

　
個
人
の
資
産
形
成
を
後
押
し
す
る

少
額
投
資
非
課
税
制
度（
N
I
S
A
）

を
見
直
し
、
令
和
六
年
に
投
資
信
託

な
ど
低
リ
ス
ク
商
品
に
特
化
し
た

「
積
立
枠
」
が
新
設
さ
れ
ま
す
。
そ

し
て
、
積
立
枠
へ
の
投
資
を
前
提
と

し
て
上
場
株
式
等
へ
の
投
資
が
で
き

る
仕
組
み
と
な
り
ま
す
。

２
　
未
婚
の
ひ
と
り
親
へ
の
税
制
措

置
と
寡
婦
（
夫
）
控
除
の
見
直
し

　
未
婚
の
ひ
と
り
親
世
帯
（
事
実
婚

を
除
く
）
の
「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
」

の
観
点
か
ら
税
負
担
の
軽
減
を
図
る

た
め
、
結
婚
・
入
籍
が
前
提
だ
っ
た

寡
婦
（
夫
）
控
除
に
つ
い
て
、
未
婚

の
ひ
と
り
親
も
適
用
で
き
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
寡
婦
に
寡
夫
同

様
の
所
得
制
限
（
合
計
所
得
金
額

五
〇
〇
万
円
以
下
）
を
設
け
統
一
し

ま
す
。

３
　
低
未
利
用
土
地
等
を
譲
渡
し
た

場
合
の
特
別
控
除
制
度
の
創
設

　
個
人
が
都
市
計
画
区
域
内
に
あ
る

空
地
等
を
譲
渡
し
た
場
合
に
、
譲
渡

価
格
が
五
〇
〇
万
円
以
下
で
、
五
年

を
超
え
て
所
有
し
て
い
る
も
の
等
に

つ
い
て
は
、
譲
渡
所
得
か
ら
一
〇
〇

万
円
の
特
別
控
除
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

４
　
確
定
拠
出
年
金
制
度
等
の
改
正

に
伴
う
措
置

　
確
定
拠
出
年
金
法
等
の
改
正
を
前

提
に
、
確
定
拠
出
年
金
制
度
の
加
入

可
能
要
件
に
つ
い
て
、
企
業
型
確
定

拠
出
年
金
制
度
は
厚
生
年
金
被
保
険

者
で
あ
れ
ば
、
個
人
型
確
定
拠
出
年

金
制
度
は
国
民
年
金
被
保
険
者
で
あ

れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
加
入
可
能
と
す
る

な
ど
の
改
正
が
行
わ
れ
た
後
も
、
現

行
の
税
制
上
の
優
遇
措
置
が
適
用
さ

れ
ま
す
。

Ⅱ
　
資
産
課
税
関
係

1
　
所
有
者
不
明
土
地
等
に
係
る
課

税
上
の
課
題
へ
の
対
応

⑴
　
現
所
有
者
の
申
告
の
制
度
化

　
登
記
上
の
所
有
者
が
死
亡
し
て
い

る
場
合
、
市
町
村
長
は
条
例
に
よ
り

そ
の
土
地
等
を
現
に
所
有
し
て
い
る

者
に
、
固
定
資
産
税
の
賦
課
徴
収
に

必
要
な
事
項
を
申
告
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

⑵
　
使
用
者
を
所
有
者
と
み
な
す
制

改正項目タイムスケジュール
（〇減税、●増税、△どちらともいえない）

2020 年 1月 ● 所得税改革、年収 850 万円超の会社員は増
税

〇 多様な働き方に対応、基礎控除 10 万円引
上げ

● 給与所得控除及び公的年金等控除 10 万円
引下げ

〇 寡婦（夫）控除の適用範囲拡大

△ 準確定申告の電子的手続の簡素化

4月 △ 大企業は法人税・消費税等の電子申告義務
化

△ 個人番号等が付された証券口座情報の効率
的運用開始

△ 所有者不明土地等に係る課税上の課題への
対応

〇 オープンイノベーション促進税制の創設

〇 企業版ふるさと納税の拡充

● 大企業の交際費特例の廃止

△ 配偶者居住権の適用開始

7月 〇 低未利用土地等を譲渡した場合の特別控除

2023 年 10 月 △ 消費税のインボイス制度始まる

2024 年 1月 ● 森林環境税導入

2026 年 10 月 △ ビール系飲料の税率統一

令
和
２
年
度

税
制
改
正
（
案
）

の
ポ
イ
ン
ト
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度
の
拡
大

　
令
和
三
年
度
以
後
、
市
町
村
は
、

一
定
の
調
査
を
し
て
も
な
お
固
定
資

産
の
所
有
者
が
一
人
も
明
ら
か
で
な

い
場
合
に
は
、
そ
の
使
用
者
を
所
有

者
と
み
な
し
固
定
資
産
税
を
課
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

２
　
国
外
中
古
建
物
の
不
動
産
所
得

に
係
る
損
益
通
算
等
の
特
例
の
創

設
　
国
外
中
古
建
物
か
ら
生
ず
る
不
動

産
所
得
を
有
す
る
場
合
に
お
い
て
、

そ
の
年
分
の
不
動
産
所
得
の
金
額
の

計
算
上
、
国
外
不
動
産
所
得
の
損
失

の
金
額
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
国
外

不
動
産
所
得
の
損
失
の
金
額
の
う
ち

国
外
中
古
建
物
の
償
却
費
に
相
当
す

る
部
分
の
金
額
は
、
所
得
税
に
関
す

る
法
令
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
生
じ
な
か
っ
た
も
の
と
み
な
す

特
例
が
創
設
さ
れ
ま
す
。

Ⅲ
　
法
人
課
税
関
係

１
　
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

係
る
措
置
の
創
設

　
民
間
の
研
究
開
発
の
活
性
化
策
と

し
て
創
設
さ
れ
る
目
玉
政
策
で
す
。

　
設
立
一
〇
年
未
満
の
非
上
場
企
業

に
一
億
円
以
上
（
中
小
企
業
者
は

一
、〇
〇
〇
万
円
以
上
）
を
出
資
す

る
と
、
出
資
額
の
二
五
％
相
当
を
所

得
金
額
か
ら
差
し
引
く
こ
と
が
で
き

課
税
負
担
の
軽
減
と
な
り
ま
す
。

　
同
措
置
は
、
自
社
に
な
い
革
新
的

な
技
術
を
手
に
入
れ
る
と
と
も
に
ベ

ン
チ
ャ
ー
支
援
に
も
繋
が
り
、
欧
米

で
は
す
で
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
日
本
企
業
が
自
社
で
で
き

な
い
事
業
を
社
外
の
力
を
使
う
こ
と

が
狙
い
な
の
で
、
グ
ル
ー
プ
会
社
へ

の
出
資
は
対
象
外
と
さ
れ
ま
す
。

２
　
５
G
（
第
五
世
代
移
動
通
信

シ
ス
テ
ム
）
対
応
税
制
の
創
設

　
第
五
世
代
移
動
通
信
シ
ス
テ
ム
の

早
期
普
及
の
た
め
、
基
地
局
な
ど
の

関
連
設
備
を
前
倒
し
で
整
備
す
る
携

帯
電
話
事
業
者
な
ど
に
対
し
、
取
得

等
し
た
設
備
投
資
額
の
一
五
％
の
税

額
控
除
又
は
三
〇
％
の
特
別
償
却
が

で
き
る
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
す
。

３
　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
拡
充

　
地
方
を
活
性
化
す
る
た
め
、
地
方

創
生
応
援
税
制
（
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
）
を
五
年
間
延
長
す
る
と
と
も

に
、
税
額
控
除
割
合
が
三
割
か
ら
六

割
に
拡
充
さ
れ
ま
す
。

４
　
交
際
費
課
税
の
見
直
し

　
大
企
業
で
も
利
用
で
き
る
交
際
費

課
税
の
特
例
と
し
て
、
接
待
な
ど
で

一
人
当
た
り
五
、〇
〇
〇
円
を
超
え

る
飲
食
代
の
場
合
は
半
分
を
損
金
と

す
る
こ
と
を
認
め
て
い
ま
す
が
、
資

本
金
一
〇
〇
億
円
超
の
大
企
業
に
つ

い
て
は
、
こ
の
措
置
が
今
年
三
月
末

で
廃
止
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
中
小
法
人
の
交
際
費
課
税

の
特
例
は
、
適
用
期
限
が
二
年
延
長

さ
れ
ま
す
。

５
　
少
額
減
価
償
却
資
産
の
特
例
の

見
直
し

　
中
小
企
業
者
等
の
少
額
減
価
償
却

資
産
（
取
得
価
額
三
〇
万
円
未
満
）

の
損
金
算
入
制
度
に
つ
い
て
、
次
の

見
直
し
を
行
っ
た
上
、
適
用
期
限
が

二
年
延
長
さ
れ
ま
す
。

①
　
対
象
法
人
か
ら
連
結
法
人
を
除

外
す
る
。

②
　
対
象
法
人
の
要
件
の
う
ち
常
時

使
用
す
る
従
業
員
数
の
要
件
を

一
、〇
〇
〇
人
以
下
か
ら
五
〇
〇

人
以
下
に
引
き
下
げ
る
。

Ⅳ
　
消
費
課
税
関
係

法
人
に
係
る
消
費
税
の
申
告
期
限
の

特
例
の
創
設

　
法
人
税
の
確
定
申
告
書
の
提
出
期

限
延
長
の
特
例
の
適
用
を
受
け
る
法

人
が
、
消
費
税
の
確
定
申
告
書
の
提

出
期
限
を
延
長
す
る
旨
の
届
出
書
を

提
出
し
た
場
合
に
は
、
消
費
税
の
確

定
申
告
書
の
提
出
期
限
が
一
ヵ
月
延

長
さ
れ
ま
す
。

Ⅴ
　
納
税
環
境
整
備
関
係

１
　
振
替
納
税
の
通
知
依
頼
及
び
ダ

イ
レ
ク
ト
納
付
の
利
用
届
出
が

e

－

T
a
x
で
申
請
可
能
と
な
り

ま
す
。

２
　
準
確
定
申
告
の
電
子
的
手
続
が

簡
素
化
さ
れ
ま
す
。

３
　
納
税
地
の
異
動
が
あ
っ
た
場
合

の
振
替
納
税
に
つ
い
て
、
異
動
後

も
従
前
の
金
融
機
関
の
口
座
を
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

４
　
利
子
税
・
還
付
加
算
金
等
の
割

合
が
引
下
げ
ら
れ
ま
す
。

Ⅵ
　
そ
の
他

１
　
住
宅
関
係
の
登
録
免
許
税
の
適

用
期
限
の
延
長

　
適
用
期
限
を
迎
え
る
住
宅
用
家
屋

の
所
有
権
の
保
存
登
記
、
移
転
登

記
、
住
宅
取
得
資
金
の
貸
付
け
等
に

係
る
抵
当
権
の
設
定
登
記
に
対
す
る

登
録
免
許
税
の
軽
減
税
率
の
適
用
期

限
が
二
年
延
長
さ
れ
ま
す
。

２
　
不
動
産
の
譲
渡
に
関
す
る
契
約

書
等
に
係
る
印
紙
税
の
税
率
の
特

例
措
置

　
適
用
期
限
が
二
年
延
長
さ
れ
ま
す
。
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副
業
・
兼
業
の
希
望
者
は
、
年
々

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
副
業
・
兼
業
を
行
う
理
由
は
、「
自

分
が
や
り
た
い
仕
事
」、「
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
」、「
資
格
の
活
用
」、「
十
分
な

収
入
の
確
保
」
な
ど
様
々
で
あ
り
、

ま
た
副
業
・
兼
業
の
形
態
も
、
正
社

員
、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
、
会
社

役
員
、
起
業
に
よ
る
自
営
業
主
等
い

ろ
い
ろ
で
す
。

　
今
回
は
、
企
業
や
働
く
方
が
現
行

法
令
の
下
で
ど
の
よ
う
な
事
項
に
留

意
す
べ
き
か
を
ま
と
め
た
「
副
業
・

兼
業
の
促
進
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」（
平
成
三
十
年
一
月
・
厚
生
労

働
省
）
に
基
づ
き
、
国
が
促
進
し
て

い
る
副
業
・
兼
業
の
概
要
と
留
意
点

を
説
明
し
ま
す
。

一

　副
業
・
兼
業
の
現
状

㈠

　企
業
内
の
制
度

　
副
業
・
兼
業
を
認
め
て
い
な
い
企

業
は
約
八
五
％
、
推
進
し
て
い
な
い

が
容
認
し
て
い
る
企
業
は
約
一
五
％

で
、
企
業
側
が
副
業
・
兼
業
を
認
め

る
に
あ
た
っ
て
の
課
題
・
懸
念
点
と

し
て
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す

（
複
数
回
答
。
上
位
五
つ
）。

・
　
本
業
が
お
ろ
そ
か
に
な
ら
な
け

れ
ば
認
め
る
（
約
六
割
）

・
　
情
報
漏
え
い
の
リ
ス
ク
が
な
け

れ
ば
認
め
る
（
約
六
割
）

・
　
競
業
、
利
益
相
反
で
な
け
れ
ば

認
め
る
（
五
割
）

・
　
長
時
間
労
働
に
つ
な
が
ら
な
け

れ
ば
認
め
る
（
約
四
割
）

・
　
労
務
・
労
働
時
間
管
理
上
の
不

安
が
解
消
さ
れ
れ
ば
認
め
る
（
約

三
割
）

㈡

　裁
判
例

　
裁
判
例
で
は
、「
労
働
者
が
労
働

時
間
以
外
の
時
間
を
ど
の
よ
う
に
利

用
す
る
か
は
、
基
本
的
に
は
労
働
者

の
自
由
」
で
あ
り
、
各
企
業
に
お
い

て
そ
れ
を
制
限
す
る
こ
と
が
許
さ
れ

る
の
は
、
次
の
よ
う
な
場
合
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

・
労
務
提
供
上
の
支
障
と
な
る
場
合

・
企
業
秘
密
が
漏
洩
す
る
場
合

・
企
業
の
名
誉
、
信
用
を
損
な
う
行

為
や
信
頼
関
係
を
破
壊
す
る
行
為

が
あ
る
場
合

・
競
業
に
よ
り
企
業
の
利
益
を
害
す

る
場
合

　
副
業
・
兼
業
に
関
す
る
具
体
的
な

事
例
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

○
　
運
送
会
社
が
、
準
社
員
か
ら
の

ア
ル
バ
イ
ト
許
可
申
請
を
四
度
に

わ
た
っ
て
不
許
可
に
し
た
こ
と
に

つ
い
て
、
後
二
回
に
つ
い
て
は
不

許
可
の
理
由
は
な
く
、
不
法
行
為

に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
が
一
部

認
容
（
慰
謝
料
の
み
）
さ
れ
た
。

○
　
教
授
が
無
許
可
で
語
学
学
校
講

師
等
の
業
務
に
従
事
し
、
講
義
を

休
講
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
行

わ
れ
た
懲
戒
解
雇
に
つ
い
て
、
副

業
は
夜
間
や
休
日
に
行
わ
れ
て
お

り
、
本
業
へ
の
支
障
は
認
め
ら
れ

ず
、
解
雇
無
効
と
し
た
。

○
　
運
送
会
社
の
運
転
手
が
年
に

一
、二
回
の
貨
物
運
送
の
ア
ル
バ

イ
ト
を
し
た
こ
と
を
理
由
と
す
る

解
雇
に
関
し
て
、
職
務
専
念
義
務

の
違
反
や
信
頼
関
係
を
破
壊
し
た

と
ま
で
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
た

め
、
解
雇
無
効
と
し
た
。

○
　
毎
日
六
時
間
に
わ
た
る
キ
ャ
バ

レ
ー
で
の
無
断
就
労
を
理
由
と
す

る
解
雇
に
つ
い
て
、
兼
業
は
深
夜

に
及
ぶ
も
の
で
あ
っ
て
余
暇
利
用

の
ア
ル
バ
イ
ト
の
域
を
超
え
る
も

の
で
あ
り
、
社
会
通
念
上
、
会
社

へ
の
労
務
の
誠
実
な
提
供
に
何
ら

か
の
支
障
を
来
す
蓋
然
性
が
高
い

こ
と
か
ら
、
解
雇
有
効
と
し
た
。

○
　
会
社
の
管
理
職
に
あ
る
従
業
員

が
、
直
接
経
営
に
は
関
与
し
て
い

な
い
が
競
業
他
社
の
取
締
役
へ
の

就
任
は
、
懲
戒
解
雇
事
由
に
該
当

す
る
た
め
、
解
雇
有
効
と
し
た
。

二

　副
業
・
兼
業
の
促
進
の
方
向
性

　
次
に
、
副
業
・
兼
業
に
つ
い
て
労

働
者
と
企
業
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト

と
留
意
点
に
触
れ
ま
す
。

㈠

　労
働
者

①
　
メ
リ
ッ
ト

・
　
離
職
せ
ず
と
も
別
の
仕
事
に
就

く
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
ス
キ
ル

や
経
験
を
得
る
こ
と
で
、
労
働
者

が
主
体
的
に
キ
ャ
リ
ア
を
形
成
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

・
　
本
業
の
所
得
を
活
か
し
て
、
自

分
が
や
り
た
い
こ
と
に
挑
戦
で

き
、
自
己
実
現
を
追
求
で
き
る
。

・
　
所
得
が
増
加
す
る
。

・
　
本
業
を
続
け
つ
つ
、
よ
り
リ
ス

ク
の
小
さ
い
形
で
将
来
の
起
業
や

転
職
に
向
け
た
準
備
、
試
行
が
で

　副
業
・
兼
業
の

　
　促
進
と
留
意
点
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き
る
。

②
　
留
意
点

・
　
就
業
時
間
が
長
く
な
る
可
能
性

が
あ
る
た
め
、
労
働
者
自
身
に
よ

る
就
業
時
間
や
健
康
の
管
理
も
一

定
程
度
必
要
で
あ
る
。

・
　
職
務
専
念
義
務
、
秘
密
保
持
義

務
、
競
業
避
止
義
務
を
意
識
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

・
　
一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
短

い
業
務
を
複
数
行
う
場
合
に
は
、

雇
用
保
険
等
の
適
用
が
な
い
場
合

が
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
。

㈡

　企
業

①
　
メ
リ
ッ
ト

・
　
労
働
者
が
社
内
で
は
得
ら
れ
な

い
知
識
、
ス
キ
ル
を
獲
得
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

・
　
労
働
者
の
自
律
性
、
自
主
性
を

促
す
こ
と
が
で
き
る
。

・
　
優
秀
な
人
材
の
獲
得
、
流
出
の

防
止
に
よ
り
競
争
力
が
向
上
す

る
。

・
　
社
外
か
ら
新
た
な
知
識
・
情
報

や
人
脈
を
得
る
こ
と
で
、
事
業
機

会
の
拡
大
に
つ
な
が
る
。

②
　
留
意
点

　
必
要
な
就
業
時
間
の
把
握
・
管
理

や
健
康
管
理
へ
の
対
応
、
職
務
専
念

義
務
、
秘
密
保
持
義
務
、
競
業
避
止

義
務
を
ど
う
確
保
す
る
か
と
い
う
懸

念
へ
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

三

　企
業
の
対
応

①
　
副
業
・
兼
業
の
容
認

　
企
業
の
対
応
に
関
し
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
で
は
「
裁
判
例
を
踏
ま
え
れ

ば
、
原
則
、
副
業
・
兼
業
を
認
め
る

方
向
と
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ

る
。」
と
し
て
い
ま
す
。

　
副
業
・
兼
業
を
禁
止
、
一
律
許
可

制
に
し
て
い
る
企
業
は
、
副
業
・
兼

業
が
自
社
で
の
業
務
に
支
障
を
も
た

ら
す
も
の
か
ど
う
か
を
今
一
度
精
査

し
た
上
で
、
そ
の
よ
う
な
事
情
が
な

け
れ
ば
、
労
働
時
間
以
外
の
時
間
に

つ
い
て
は
、
労
働
者
の
希
望
に
応
じ

て
、
原
則
、
副
業
・
兼
業
を
認
め
る

方
向
で
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
実
際
に
副
業
・

兼
業
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
労

働
者
と
企
業
双
方
が
納
得
感
を
持
っ

て
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
労

働
者
と
十
分
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

②
　
申
請
・
届
出

　
副
業
・
兼
業
を
認
め
る
場
合
、
労

務
提
供
上
の
支
障
や
企
業
秘
密
の
漏

洩
等
が
な
い
か
、
長
時
間
労
働
を
招

く
も
の
と
な
っ
て
い
な
い
か
確
認
す

る
観
点
か
ら
、
副
業
・
兼
業
の
内
容

等
を
労
働
者
に
申
請
・
届
出
さ
せ
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
労

働
時
間
や
健
康
の
状
態
を
把
握
す
る

た
め
に
も
、
申
請
・
届
出
さ
せ
る
こ

と
が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
。

③
　
労
働
時
間
の
通
算

　
労
働
者
が
、
自
社
、
副
業
・
兼
業

先
の
両
方
で
雇
用
さ
れ
て
い
る
場
合

に
は
、
労
働
時
間
に
関
す
る
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
通
算
す
る
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
（
労
働
基
準
法
三
十
八
条
）。

　
通
算
し
た
労
働
時
間
が
、
法
定
労

働
時
間
を
超
え
る
場
合
は
、
原
則
と

し
て
、
法
定
労
働
時
間
を
超
え
て
使

用
し
た
事
業
主
が
割
増
賃
金
を
支
払

う
義
務
が
生
じ
ま
す
。

　
具
体
的
な
事
例
は
、
厚
生
労
働
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
副
業
・
兼
業
に
つ

い
て
の
「
Q
＆
A
」
と
し
て
掲
載
さ

れ
て
い
る
解
説
を
ご
参
照
下
さ
い
。

④
　
健
康
管
理

　
副
業
・
兼
業
を
推
奨
し
て
い
る
場

合
に
は
、
副
業
・
兼
業
先
の
状
況
も

踏
ま
え
て
健
康
確
保
措
置
を
実
施
す

る
こ
と
が
適
当
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑤
　
就
業
規
則

　
副
業
・
兼
業
を
認
め
る
こ
と
と
す

る
場
合
の
就
業
規
則
の
規
定
例
を
掲

げ
ま
す
。

第
○
条
　
労
働
者
は
、
勤
務
時
間
外

に
お
い
て
、
他
の
会
社
等
の
業
務

に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
　
労
働
者
は
、
前
項
の
業
務
に
従

事
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前

に
、
会
社
に
所
定
の
届
出
を
行
う

も
の
と
す
る
。

3
　
第
一
項
の
業
務
に
従
事
す
る
こ

と
に
よ
り
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
会
社

は
、
こ
れ
を
禁
止
又
は
制
限
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

①
　
労
務
提
供
上
の
支
障
が
あ
る

場
合

②
　
企
業
秘
密
が
漏
洩
す
る
場
合

③
　
会
社
の
名
誉
や
信
用
を
損
な

う
行
為
や
、
信
頼
関
係
を
破
壊

す
る
行
為
が
あ
る
場
合

④
　
競
業
に
よ
り
、
企
業
の
利
益

を
害
す
る
場
合

　
副
業
・
兼
業
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

は
、
現
行
の
法
令
や
解
釈
を
ま
と
め

た
も
の
で
あ
り
、
制
度
的
課
題
（
労

働
時
間
・
健
康
管
理
、
労
災
保
険
、

雇
用
保
険
、
社
会
保
険
）
の
検
討
が

引
き
続
き
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
制
度
導
入
後
に
お
い
て
も
、
そ
れ

ら
に
関
す
る
動
向
に
留
意
し
な
が
ら

運
用
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。



　昨年5月に職場でのパワーハラスメント
防止を企業に義務付ける「労働施策総合推
進法」（通称パワハラ防止法）が成立しまし
た。
　このパワハラ防止法において、パワハラ
とは「職場において行われる優越的な関係
を背景とし業務上必要かつ相当な範囲を超
えた言動によりその雇用する労働者の就業
環境が害されること」と定義されました。
この優越的な関係とは、上司部下の関係だ
けでなく、例えば、業務経験が長い部下に
よる新しい上司に対する悪質な言動なども
該当する可能性があります。
　これにより、事業主は職場でのパワハラ
防止の為に雇用管理上必要な措置を講じる
ことが義務となります。具体的には、事業
主によるパワハラ防止の社内方針の明確化
と周知・啓発、苦情などに対する相談体制
の整備、被害を受けた労働者へのケアや再

発防止等です。
　来月には新年度となり、新入社員を迎え
る時期でもあります。人によってパワハラ
の捉え方は様々で、こちらが指導のつもり
で行ったことがパワハラであると訴えられ
たり、そのような事態を恐れて必要な指導
さえ行うことが難しくなったりする場面も
見られます。
　行った指導については、日頃から記録を
残すなどの仕組みを早急に整えることが必
要です。
　パワハラ防止法の内容に疑問を持つ声も
ありますが、今回の法整備は職場環境をよ
り良くするいい機会ではないでしょうか。
パワハラは被害者個人のみならず、会社全
体にも大きな悪影響をもたらします。
　まずは会社の大切な財産である従業員
に、会社がきちんと対応してくれると思っ
てもらうことが大事ではないでしょうか。

パワハラ防止法

　東京商工リサーチは平成22年から「全
国社長の出身大学調査」を実施しています。
　令和元年の集計結果を見ると、全国の企
業約379万社の内、日本大学出身の社長
が2万1,581人でトップでした。次いで慶
應義塾大学、早稲田大学、明治大学、中央
大学、法政大学、近畿大学、東海大学、同
志社大学、東京大学となっています。日本
大学は調査開始時から9年連続のトップ。
約118万人の卒業生を輩出するマンモス
校ゆえの結果となりました。
　社長の出身大学別に見た会社の直近2期
の売上高と当期利益を比較した業績別で
は、増収1位が東京大学、増益1位が筑波
大学、増収増益1位が千葉工業大学と、国
立大学や理工系大学がそれぞれ上位を占め
ています。
　社長の出身大学と業績に相関関係がある
かどうかはさておき、今年も結果が気にな
るところです。

社長の出身大学
　取
引
先
が
新
し
い
店
舗
を
オ
ー
プ

ン
す
る
等
、
お
め
で
た
い
こ
と
が
あ

っ
た
時
に
は
ぜ
ひ
気
持
ち
の
伝
わ
る

品
を
贈
り
た
い
も
の
で
す
。

　開
店
・
開
業
等
の
贈
り
物
の
定
番

と
い
え
ば
胡
蝶
蘭
で
す
が
、
な
ぜ
こ

の
よ
う
に
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　ま
ず
、
胡
蝶
蘭
は
「
幸
福
が
飛
ん

で
く
る
」
と
い
う
大
変
縁
起
の
良
い

花
言
葉
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

鉢
植
え
は「
根
付
く
」こ
と
か
ら「
幸

福
が
定
着
す
る
」
と
さ
れ
、
さ
ら
に

花
粉
や
香
り
が
少
な
く
、
手
入
れ
が

比
較
的
簡
単
で
花
が
大
変
長
持
ち

し
、
一
年
中
栽
培
さ
れ
て
い
る
為
、

時
期
を
選
ば
ず
様
々
な
お
祝
い
事
に

重
宝
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　お
祝
い
事
と
し
て
贈
る
時
に
は
、

「
割
れ
な
い
数
」
と
し
て
奇
数
の
本

数
で
贈
り
ま
す
。
定
番
色
の
白
以
外

に
も
、紅
白
や
ピ
ン
ク
等
様
々
で
す
。

胡
蝶
蘭
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